
 

 

 

 

 

 

 

 

なぜ今、経理担当者がビジネススクールで学ぶのか？ 企業の数字を扱い、企業の状況を計数的に把握できる 

経理担当者こそ、ビジネススクールで学ぶ意義があります。経理担当者がビジネススクールで学び、その専門知識 

を体系化し、さらに幅を広げれば、どこでも通用する真のプロフェッショナルになることが可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜講義の目標、ビジネスへの活かし方の視点＞ 
・経理担当者がMBAを学ぶ意義について知る 

・これからの時代に求められる経理担当者像について考察する 

・経理担当業務だけでなく広がる可能性について知る 

 

 ＜対象者＞ 
・企業団体等で経理業務に従事する方 
※その他、以下の方々も参加可能です 

会計事務所／税理士事務所に勤務する方、商業高校／専門学校等で 

教鞭を執る方、会計分野の職に就きたい方 等 

 

■開催方法 ZOOM  
※お申し込みをされた方へ参加アドレスをお送りします 

 

「会計知識を磨き真のプロフェッショナルへ」  

 

公認会計士でもある本学教員から学ぶ  

企業の経理担当者向け 会計プロフェッショナルセミナー 

経理担当者がビジネススクールで学ぶメリット 

1．会計科目を体系的に学べる 
所属する企業の仕事から得られる知識はどうしても偏ったものとなります。財務会計、管理会計、 

ファイナンスなどを幅広く学ぶことにより、体系的な専門知識を構築することができます。 

2．経営科目も幅広く学べる 
会計だけを学んでも、企業のことが分かるようになるわけではありません。戦略、マーケティング、 

人事など経営科目も幅広く学ぶことにより、企業経営全般を見渡せる視野を身に付けることができます。 

3．税理士試験・会計科目の一部免除も可能 

修士論文を会計研究とすることにより、税理士試験・会計科目（簿記論 or財務諸表論）の一部免除を 

受けることが可能となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

  

 

＜講師紹介＞ 鈴木 広樹 
事業創造大学院大学准教授／公認会計士 

（財務会計論、企業倫理、演習Ⅰ・Ⅱを担当） 
早稲田大学政治経済学部卒。公認会計士。  

証券会社にて企業審査に従事。『タイムリー・ディスクロー

ジャー（適時開示）の実務』（税務研究会）、『検証・裏口上

場－不適当合併等の事例分析』（清文社）、『適時開示実

務入門』（同文舘出版）など著書多数。  

 

＜スケジュール＞ 

13:10～  ZOOMオープン 

13:30～1４:１5 「経理担当者こそMBAを」   
※鈴木 広樹 准教授／公認会計士 

１４:１５～１５:００ 「MBA取得修了生とのディスカッション」  
※新潟県内上場企業の経理部に勤務する本学修了生 

２名がゲストとして登場！       

15:00～15:25 大学院活用方法 （会計×MBA） 

2021年7月 3日（土） 13:30～ オンライン開催 

 
お申込み  

お問合せ 

上記QRコード、又は電話、メールへ必要事項を入力の上、７/１（木）17時までにお申込みください。 

★お電話又は E-mailからお申込みの場合：お名前・住所・電話番号・E-mail、参加日、セミナーを知ったキッカケの 6点を 

お伝えください。   

 

 
お申込みフォーム 

 

夏の 
特別 
企画 

事業創造大学院大学 新潟市中央区米山 3-1-46 

事務局 濱田・石崎・渡邉宛  

E-Mail:info@jigyo.ac.jp  TEL:025-255-1250  HP:https://www.jigyo.ac.jp   
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